
 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

高台自主防災会のグループ・班懇談会には、１５

９名が参加しました。ご近所の交流、高台で予想

される災害の種類と避難について等、 懇談・学

習しました。グループ・班懇談会での感想と要望

をまとめます。 

感想 

・高台に転入して間もないが、地域の状況が分かり

参加してよかった。 

・新しく転入された若い方が、グループや班長になり、

また、要支援者の支援者にもなってもらい有難い。 

・支援を必要とする方も、災害の発生予想や班内の

方々との交流を大切にし、孤独にならないように

願います。 

要望 

・新しく転入された人との交流が少ないので、防災

会懇談会には積極的に参加してほしい。 

・長岡京市には地震帯が幾つかある。水や電気の対

策をどうするのか行政として具体化して欲しい。 

・避難の場合、子どもや荷物もあるので車移動にな

るが、避難場所には駐車場が必要。 
 

・第４中学校体育館は、北側が災害特別警戒区域のた

め避難所になっていないが、早く改修してほしい。     

・連絡網は、グループ長と班長のラインや、班内の

ラインも役立ちます。出来ない方には電話・口頭

で伝達を。 

・車椅子が使えるようにしてほしい（修理しました

ので、備え付けの借用ノートに記入しご使用くだ

さい）。 

PTO(裏面もご覧ください ) 

 

 

最近の異常気象に対応するのが難しくなってき

ています。早めの情報キャッチで、豪雨・土石流・

台風に適切な対応をお願いします。 
 

① 豪雨や土石流の避難指示（レベルⅢ）の場合→

高齢者・障がい者の避難場所の第４中学校武道場

へ、高台自主防災会から連絡網でお知らせしま

す。その他の人は、避難準備を。 
 

② 豪雨・土石流の避難指示（レベルⅣ）の場合

→全員避難、金が原のサイレンが 3 回鳴ります。

１～１３と１５グループは第４中学校武道場、

１４と 16～23グループは西乙訓高校体育館に

避難、但し避難場所に避難しない場合は山側の

反対の 2 階室で待機。 
 

いずれの場合も、自宅避難を含め、避難するとき

は「全員無事です」の札を玄関に掛けて下さい。 

 

 

「南海トラフ大地震」は、静岡県沖から大分県沖

に広がる南海トラフ（海底の断層）で起こる巨大

地震です。この地方では、ほぼ百年間隔で何千年

にわたり周期的に大地震が起こっています。 

 

 

 

 

 

すべての断層が東日本大地震と同じように同時

に動くと巨大地震になり、昭和 21 年の前回の

南海トラフ地震のように時間差があって発生す

ると比較的小規模になります。 

予想されている次の南海トラフ大地震では、前

回のエネルギーが残っていて、巨大地震になる

とされます。次の南海トラフ大地震は、３０年内

に 70～８０%の確率で発生するとされます。 
 

30 年以内というのは、明日にでも起こるという

ことで、また 70～８０%というのは他の地震例

えば光明寺・金が原断層地震の確率１％と比べ、

各段に高い確率です。 
 

南海トラフ大地震が発生してすぐに「緊急地震

速報」（地震のあとにでる地震速報とは異なりま

す）が、テレビや携帯に届き、その２０～３０秒

後に本震（S 波）の揺れが長岡京を襲います。こ

の３０秒の間に命を守る行動をどうとるかを家

族で話しあっておきましょう。 

南海トラフ大
地震では、右
のような「緊
急地震速報」
が出て、その
後 30 秒で、
長岡京市に揺
れがきます 



＜懇談会の案内＞  

 高台在住看護師さんと防災幹事との懇談会 ペットの避難について懇談会  

日  時  ７月７日（日）午後２時～  ７月２０日（日）午前１０時～  

場  所  高台集会所（さくら会館）  高台集会所（さくら会館）  

備  考  自己紹介・避難場所での役割・必要備

品の確認等  

資料は環境省の「ペットを守ろう！防災

対策」を使用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


